









< 6 ] 
氏 名 カ日 地 宏 j工ぇ
博士の専攻分野の名称 博 士 (文 学)
学位記番号 第 1 4 803 号
学位授与年月日 平成 11 年 4 月 30 日








ものである。第 I 篇 5 章、第 II篇第一部 5 章、第二部 5 章の計15章と付論 5 篇から成り、枚数は570枚 (400字詰め換算)
である。


















































り捨てた背景に軍記作者の社会的地位の変容があったとの指摘は、この方面の研究が遅れているだけに、 14、 5 世記の
思想文化研究に資するところ大である。
とはいえ、本論文にも問題点がないわけではない。北畠親房の『周干し』国家観と神国思想、などとの構造的連関は必
ずしも明らかではないし、後期軍記・戦国軍記全体の中での『堺記j r応永記』の位置づけもなお明瞭とは言いがたい。
しかし、厳密な文献批判と徹密な実証によって南北朝内乱期の歴史叙述の特質を探った本論文は、南北朝時代史への
重要な貢献として、歴史学はもとより思想史や国文学研究に多大な影響を与えてきたし、今後も与え続けるだろう。
本研究科委員会は、本論文が博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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